
 

 

 2017（平成 29）年５月 21日
〜22日、中華人民共和国 大連で
「アカシア祭り」とその関連行事
が開催され、全奏協から 14 名が
参加した。千葉、東京、金沢、神
戸、広島、徳島、福岡から集まっ
た参加者、そして西安交通大学か
ら徳島大学へ留学中の胡（フー）
氏も加わった。彼は中国笛の奏者
でもあり、国際大会で優勝経験が
ある。伝統楽器を通じての日中の
交流を目指す今回の訪問で、彼が
加わってくれた意義は大きく、以
上で全奏協演奏団を構成し両国
伝統楽器による演奏を披露した。 
全国から集まったということ

もあり、事前の練習も５月初旬に
１回行っただけだったが、すべて
の文化行事で大連の皆さんに大
きな感動をあたえ、日中民間交流
の役割を果たした。 
    （関連記事２〜３面） 

 

洗足学園音楽大学を会場に”第 5 回全国邦楽合奏フェス in 川崎”開催 

 

 

 2018 年 8 月 31 日〜９月２日
に第５回全国邦楽合奏フェステ
ィバル in 川崎が川崎市の洗足学
園音楽大楽で開催される。31 日
はシルバーマウンテンでシンポ
ジウムや洋楽邦楽を超えた一夜
限りのコンサート「夏の終わり」
などが、１日は前田ホールで同
大・現代邦楽研究所＆現代邦楽”
考”スペシャル・ジョイントコン
サートなどが開催される。２日は
前田ホールでメインイベントの
「全国邦楽合奏コンサート」が予
定されている。 
 また、演奏家、教師のための音
楽作りなどの多彩なワークショ
ップも開催される。 

（関連記事６面） 
▲メイン会場となる前田ホールの３６０度写真（2017年 11月川崎市溝の口の洗足学園大学） 
写真中央は 360度カメラで会場風景を撮影する立花茂生第５回全奏協合奏フェス実行委員長 

第七回全奏協邦楽コンクール参加者募集 
2018年 8月 12日（日）に開催 

第 7号 

 

2018（平成30）年

8月12日(日) 寝

屋川市立地域交

流センター「アル

カスホール」で、

第7回全国邦楽合

奏協会邦楽コン

クールを開催し

ます。 

  （詳細６面） 
▲昨年度のコンクール（2017 年 8 月開催）の記念写真

（アルカスホール） 

2018年 3月 31日発行 

大連「アカシア祭り」の一環として開催されたジャパンデーでの演奏。（関連記事２〜３面） 

特定非営利活動法人 全国邦楽合奏協会（全奏協） 

2017年度 
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2018(平成３０)年３月３１日 第 7号 

釜山日本人学校訪問
 2017年 12月 13日（水） 全国邦楽合奏協会の 2017年度事業の

一つとして、本会会員６名が韓国の釜山日本人学校（長（おさ）信

宏校長 児童生徒数 27名）を訪問し邦楽体験授業を行った。 

親子で楽しむ初めてのお箏 体験とミニコンサート 

〜関西元気文化圏参加事業〜

体験 
事業 
 

 

 

 釜山日本人学校は韓国釜山市広安里

（グァンアンリ）の海岸そばに位置す

る小・中一貫校である。現在、児童、生

徒数は世界に 100 校ほどの日本人学校

がある中で、最少だ。したがって、科目

によっては複式の授業もある。 

体験授業実現までの経緯 

 2016 年 11 月に徳島邦楽集団が交流

している韓国釜山のオウㇽリムの演奏

会に招待されたのを機会に、藤本理事

長らと共に日本人学校を訪れ当時の西

出校長先生と面談した。釜山で勉強し

ている日本人の子どもたちに是非邦楽

を聴かせたいと申し出をした結果、快

く受け入れてくれて、2017 年 12 月 13

日の訪問が決った。 

メンバーは、箏、17絃、三味線、尺八

の編成とした。授業の一環としての行

事のため、全体の時間は 45分。子供た

ちには是非日本の楽器を体験してほし

いと考えて、演奏は 15分間そして 30分

を楽器体験とした。 

邦楽鑑賞 

演奏曲は邦楽の趣にも触れてもらう

意味で古典は「八千代獅子」から一部

を、新曲は「春の海」から一部を演奏、

併せて子供たちもよく知っている日本

の四季をメドレーとする「春が来た」、

「夏の思い出」、「虫の声」、「雪」を

選んだ。演奏会場となったのは体育館

で、23名の児童生徒、校長先生をはじ

めすべての先生方が参観した。また、楽

器体験では子どもたちと一緒に先生方

も挑戦してくれた。 

子どもたちには、楽器と演奏が間近

に見られるように自由に楽器のわきに

座ってもらった。それぞれの曲に対し

て簡単な曲目紹介をスライドで行っ

た。本物の楽器を目の前にしたことで、

箏や三味線、また尺八の音、さらに演奏

に対して大変興味を持ってもらえた。 

楽器演奏体験 

続く体験授業では、箏 2 面、17 絃 1

面、三味線 1本そして塩ビ

管の尺八 20 本を用意し、

全員にそれぞれの楽器を

体験してもらった。邦楽演

奏を聞いたことのある子

どもたちが半数ほどいた

が、初めて邦楽器に触れて

楽器体験する様子は真剣

そのもの。箏では「さくら

さくら」を弾き、三味線は

楽器と撥の構え方を教わ

り、難しい尺八にもみんな

夢中になって挑戦した。 

終了予定の時刻になってもなお楽

器に向かう子どもたちの姿に、校長先

生も時間の延長を認めてくれて 1時間

の体験授業を終えた。 

邦楽体験授業の後、一人の女子がや

ってきて「ブダペストの日本人学校へ

も是非行ってください」。理由を聞く

と釜山に来る前に両親とブダペスト

に滞在していたという。遠くの友達に

も邦楽の楽しさや和楽器の面白さに

触れさせてあげたいと想う少女のや

さしさに心を打たれた。 

最後に校庭で記念撮影をして学校

を後にした。 

（訪問団 英 崇夫、山上朋代） 

 

和楽器体験授業で三味線を弾く児童・生徒 

2017年 12月 13日 釜山日本人学校で 

体験 
授業 
 

   

 奈良新聞による事業の紹介や近隣小
中学校にチラシ 1800 枚を配布依頼す
るなどした結果、奈良県内、大阪府か
ら児童生徒 12 名保護者 10 名の合計
22名が参加した。参加者のほとんどが

学校から配布されたチラシを見ての参加
だ。 
 ４名の講師紹介の後、ミニコンサートで
「さんぽ（久石譲）」「箏のしらべ（長澤勝
俊）」を演奏。続いて箏の各部の名称など

説明後、3チームに別れる。小学 5

年生以下の子どもチーム、小学 6年

生以上は大人チームとして、６⼈づ
つ 2チームに分かれ練習を開始し

た。大人チームは「さくら」「かご
めかごめ」「上を向いて歩こう」「き
らきら星」を子どもチームは「チュ
ーリップ」などを練習し、両チーム
とも講師が伴奏をつけて発表に臨ん
だ。こどもチームが演奏した「あん
たがたどこさ」の「さ」の箇所で
は、「りゃん」、「シュ」など箏独特
の奏法を取り入れ楽しさを演出する
工夫をした。大人チームでは「さく

ら」は全員すぐに弾
け、他の曲も大体弾
けた。子どもチーム
では小４生には少し
簡単だったが、他の
学年には、ちょうど
良い教材だったと思
う。参加者全員が
「楽しかった」「また
機会があれば弾いて
みたい」と言ってい
た。（本事業講師 

竹村さつき） 
発表に向けて、練習する子どもチーム（左）と大人チーム（2017年 11月 26日 奈良県川西町川西文化会館） 

 2017年 11月 26日(日) 午後 1時から４時まで奈良県磯城郡川西町の川西文

化会館で奈良県教育委員会後援の「親子で楽しむ初めてのお箏 体験とミニコ

ンサート」が全奏協から派遣された竹村さつき講師他３名の指導で開催された。 
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【達の部】 

《最優秀金賞》 
尾松優希さん 

「甦る五つの歌 
（沢井忠夫）」 

 

【萌の部】 

《審査員奨励賞》 
早瀬大和さん 
「曼珠沙華 

（沢井忠夫）」 

【審査員】 
石川憲弘（箏曲演奏家） 藤本 玲（全奏協理事長） 
星田一山（尺八演奏家） 前田智子（作曲家） 
吉岡紘子（箏曲演奏家） 
の各氏（五十音順） 

多くの方のご参加を！ 

 今回は、28組の参加が

あり、それぞれの部門で

思いのこもった演奏がな

されました。 

 表彰式での受賞者の皆

さんの晴れやかな笑顔が

印象に残っています。特に

最優秀賞の尾松優希さん

は、2年前に右手首を切断

するという大怪我から復

帰して最優秀金賞を獲得

 2017 年 8 月 12 日(土) 午前 10 時 30 分から寝
屋川市立地域交流センターアルカスホールに【熟
の部=60歳以上】（３組）、【達の部=59 歳以下】

 

【達の部】 

《実行委員長賞》 

小林真衣さん 

「雲井獅子 

（古典本曲）」 

 

【萌の部】 

《全奏協賞》 

堀越美亜菜さん 

「数え唄変奏曲 

（宮城道雄作曲）」 

   

【達の部】 
《全奏協賞》 

”邦楽ゾリスデン智世代” 
前川智世さん  福田智久山さん（右） 

 「壱越（山本邦山作曲）」 

   

【達の部】 
《全奏協賞》 

”ゆいあいみ” 
近藤あい美さん  尼子結衣さん（右）  

「打盤横槌（幾山検校作曲）」 

 

【熟の部】 

《全奏協賞》 

林 英生さん 

「一定 

（杵屋正邦作曲）」 

(17組うち合奏２組）、【萌（ほう）の部=小中学
生】（8組）の全 28 組の参加を得て開催した。【熟
の部】【萌の部】の最優秀金賞は該当なしだった。 
 

 

されました。審査では技術の高さと曲への

思いを評価し全員一致で受賞が決定され

ました。 

 ここで、皆様にお伝えしたいことが一つ

あります。それは、尾松さんの受賞が「怪

我」を考慮したものではないということで

す。「怪我」のことを知っていたのはコン

クールの統括である私だけであり、審査員

に怪我のことを伝えたのは、表彰式直前の

舞台袖でした。その経緯や詳細は邦楽ジャ

ーナル2017年12月号（Vol.371）の記事をご

参照ください。 

コンクール出場者の演奏レベルが年々

高くなり、担当する者としても嬉しい限り

です。本コンクールは、予選のない、意欲

のある演奏者が出場できる開かれたコン

クールです。是非多くの皆様にご参加いた

だきたいと願っています。 

（コンクール統括 麻植武志） 
【達の部】で最優秀金賞を受賞した尾松優希さんの演奏 
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〒770-8056 
徳島県徳島市問屋町 43  

全奏協本部事務所 
TEL・FAX 088-655-7066 http://zensokyo.org
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第５回 全国邦楽合奏フェスい in 川崎 概要 固まる 
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